












































































































































































































































































明暦3年 （酉ノ万さし） 963文 〆高のあと組割
万治2年正月吉日 牛堀村長山共二亥之年
恣?ﾚさし銭帳
838．949石ほか庄屋28．734石・御蔵
ｮ敷（石高無記入）
3貫202文
i高1石に付，3文6分6厘5毛）
〆商のあと個人別（151名）
j
万治3年正月6日 牛堀村同永山共二万入目
ｳし銭帳
838．949石（同前） 4貫180文
i高1石に付，4文7分8厘7毛）
同前個人別（151名）高割
（表紙・前欠） 80＆283石　842，661石一34．378石
@　　　　（御蔵屋敷・庄屋分引）
1貫35文
i高1石に付，1文2分8厘）
同前個人別（破損部あり？
ｼ）高割
寛文4年8月1日牛堀村辰年万指銭
ｿ取払帳
80＆283石（同前） 1貫350文
i高1石に付，1文6分7厘）
同前個人別（157名）高翻
寛文5年10月21日牛堀村巳之年万指銭
ｿ取払暇
808283石（同前） 1貰238文
i高1石に付，1文5分3厘）
同前個人別（162名）高割
寛文6年12月9日牛堀永山村午ノ万指シ銭帳 808，283石（同前） 2貫313文
i高1石に付，2文8分6厘）
同前個人別（164名）高割
寛文7年2月15日牛堀村未之万指銭帳 808283石（同前） 3貫291文
i高1石に付，4文8厘〉
同前個人別（161名）高割
寛文10年ll月15日 牛堀村長山共戌ノ万
w銭請取払帳
808283石（同前） 6貫443文
i高1石に付，7文9分6毛）
同前個人別（168名）高割
寛文11年ll月18日牛堀村長山［］亥ノ
w銭帳
818．467石　842．661石一24．194石
@　　　　（御蔵屋敷・庄屋高引）
5貫402文
i高1石にイ寸，　［　　　　］）
同前個人別（173名）高割
寛文11年12月13日牛堀村子ノ万指銭
ｿ取払帳
817．304石　842．661石一25，357石
@　　　　（御蔵屋敷・庄屋高引）
1貫168文
i高1石に付，1文4分2厘9毛）
同前個人別（181名）高割
延宝5年11月15日牛堀村長山共二午
恷w銭請取払帳
817．747石　843．567石一25，820石
@　（御蔵屋敷・池代・庄屋高引）
1貫328文
i高1石に付，1文5分6厘）
同前個人別（176名）高割
延宝7年正月15日牛堀村長山共未
恷w銭請取払帳
817，747石（同前） 2貫123文
i高1石に付，2文4分9厘3毛）
同前個人別（165名）高割
延宝8年正月 牛堀村申年万差銭
燻謨･方帳
817．530石　843．567石一26．037石
@　（御蔵屋敷・池代・庄屋高引）
2貫927文
i高1石に付，3文4分3厘8毛）
同前個人別（172名）高割
延宝9年正月 牛堀村永山共二酉年分
恷w銭謂取払方帳
817．530石　843．567石一27．449石
i御蔵屋敷・川欠・池代・庄屋高引）
1貫883文
i高1石に付，2文2分2厘）
同前個人別（178名）高割
天和2年正月 牛堀村永山共戌年分
恷w銭請取払帳
815．338石　843．567石一28229石
i御蔵屋敷・川欠・池代・庄屋高引）
貫707文
i高1石に付，3文1分9厘）
同前個人別（178名）高割
天和3年正月 牛堀村永山共亥年分
恷w銭請取払方帳
815．338石（同前） 1貫972文
i高1石に付，2文3分2厘1毛）
同前個人別（176名）高割
天和4年正月 牛堀村永山共子之年分
恪ｷ銭請取払方帳
815．338石（同前） 2貫718文
i高1石に付，3文2分）
同前個人別（176名）高割
貞享元年11月 牛堀村長山共二丑ノ年中
恷w銭帳
815．338石（同前） 3貫66文
i高1石に付，3文6分1厘3毛）
同前個人別（175名）高割
貞享3年正月 牛堀村永山共寅之年中
恷w銭帳
815，178石　843．567石一28．389石
i御蔵屋敷・川欠・池代・庄屋高引）
2貫793文
i高1石に付，3文2分9厘）
同前個人別（179名）高割
貞享4年正月 牛堀村永山共卯万指銭
燻謨･方帳
815．178石（同前） 2貫854文
i高1石に付，3文3分6厘）
同前個人別（177名）高割
貞享4年10月 牛堀村永山共辰万指銭
ｿ取払方帳
814，067石（ママ）843．567石一29．05石
i御蔵屋敷・川欠・池代・庄屋高引〉
4貫175文
i高1石に付，4文9分2厘3毛）
同前個人別（174名）高剛，
貞享5年7月 牛堀村永山共巳万指銭
ｿ取払方帳
813．684石　843．567石一29．883石
i御蔵屋敷・川欠・池代・庄屋高引）
3貫592文
i高1石に付，4文2分4厘）
同前個人別（174名）高割
（注）1．明暦3年については「須田蔵書二之巻」所載の「明暦三年酉ノ万さし」による。
　　2．「役高」の言吾は，万治2年と同3年の指銭帳に1石当たりの指銭が賦課された石高を「役高」と記していることによる。
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指銭の種類と負担をめぐって
組中指それぞれの額とその合計1分695文が記され，「ハけ」としてその後に13名（組力）分の組頭合
力分・定夫銭・郷中指・組中指の分担金とその合計金額が記載されている。承応3年の帳は前2例と
異なり「水戸上りせん」・「江戸御屋敷肴持参候飛脚せん」等10のその年に掛かった指銭の使途・費目
とともにその額の記載があり，その合計3貫115文の文字の後に「此代組割付さし」として牛堀2組
分と永山村であろう6つの組の分担額が記され，さらにその後に伊勢の御祓銭と定夫銭の組割付指額
が記載されている。第1表には別の史料から明暦3年の指銭帳の内容も加えておいたが（lo），この帳
も小検見時の入費ほか9の指銭の用途・費目を記した後その合計963文が7つの組と別当・牛堀分
に割付られている。
　以上に対して万治2年以降の指銭帳を見ると，それ以前の帳と記載形式が異なっている。最初に指
銭の使途・費目やその合計額を記すことは承応3年・万治3年の帳と同じであるが，万治2年以降の
帳では費目別の指銭の合計の後に「右之わけ」等として個人別にその持高割負担額を記すという記載
形式に変化している。帳の厚さも明暦元年までが上紙共に3枚程度であるものから，万治2年以降で
は上紙共に10枚から18枚の厚さとなっている。この丁数の増加は単に記載形式の変化と言うだけでは
なく，指銭の負担・賦課方式の変化を反映するものと考えられる。
　記載の変化自体は承応3年の帳から認められ，その変化はそれ以前の帳には帳紙・油・はたこ（ヵ）・
榿・定夫銭しか費目がなかったものが，承応3年以降では指銭の使途・費目の多様化として現れてい
る。承応3年の帳における指銭の使途・費目は水戸上り銭・江戸屋敷肴持参飛脚銭・宗旨改帳紙代・
水戸飛脚銭・座頭合力銭・板久村行き遣銭・庄屋帳紙等であるが，この年以降指銭の使途・費目は多
様化している。それではこれ以降貞享5年に至る指銭にはどのような指銭があるのであろうか。指銭
の負担・賦課方式の変化については後に見ることとして，次に指銭の種類・費目について見ることと
する。
指銭の種類　指銭の種類については既に寛延3年6月「指銭改様之事」によって示したが，承応3年
以降貞享5年に至る22年間分の残存指銭帳の使途・費目を整理し，額の多い順に整理すると以下のご
とくである。表紙・前欠の帳は費目全体の記載も欠いているため以下では削除する。
a．村役人公用諸経費　　計30，842文［48％］
b．共同生活・生産に関わる費用
c．物品購入費
d．小物成・浮役
計14，149文［22％］
計7，924文［12％］
計7，078文［11％］
イ，水戸登り遣銭
ロ．板久行き遣銭
ハ．玉造行き遣銭
　　その他
ホ．訴訟費用
へ．雨乞料
ト．万御用帳紙
チ．その他
リ．鷹餌犬
ヌ．
（71）24，144文
（12）　1，394文
（2）　169文
（13）5，135文
（20）12，561文
（2）
（26）
（3）
（7）
正月御飾御用榿（12）
1，588文
7，205文
719文
6，747文
331文
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飛脚銭　　　　 計1，740文［3％］
村役人等飲食費　　　計1，468文［2％］
役人諸経費　　計802文［1％］
小物成・浮役運搬費計633文［1％］
総 計
ヲ．
ワ．役人諸経費
力．矢野竹
ヨ．納箒
費目件数
ル．飛脚銭　　　　（
　　村役人等飲食費（
（（（
4）　1，740文
6）　1，468文
4）　802文
1）　548文
1）　85文
（184）64，636文［100％］
　各指銭帳記載の指銭〆を合計すると64貫803文となる。実際の合計では167文ほど少なくなるが，全
体の傾向は窺うことができるものと思われる。以上の整理の（）内の数字は指銭帳上に計上された
件数である。
　指銭の種類別総額は，村役人公用諸経費，共同生活・生産に関わる費用，物品購入費，小物成・浮
役，飛脚銭，村役人等飲食費，役人諸経費，小物成・浮役運搬費の順となっている。村役人公用諸経
費総額は22年間分の指銭総額の48％を占めているが，その内容は割付受取，金納・代方納め，新開水
帳等諸帳簿受取や提出，鳥運上金上，餌指札提出，大番御礼，交替役人への挨拶等々の公用で水戸が
最も多いが，他所へ出張する際の遣銭（含む．旅籠・飯代・馬代）で，その他，割付勘定，江戸路用，
帳簿書人扶持，欠落人穿盤出張の費用，鹿狩りの際の宿賃や座頭合力銭がある。水戸登りには水戸藩
南領の他村の者が行く場合もあるが，その費用も支払われている。共同生活・生産に関わる費用は全
体の22％を占めるが，その内容は訴訟費用と雨乞料で，これは別項にしたほうがよいのかも知れない
が，共同生活・生産を広い意味でとった。村民の生活・生産に関わる経費は，寛延3年6月「指銭改
様之事」では指銭として認められていない費目であるが，訴訟費用と雨乞料は指銭総額に占める割合
が高いにも拘わらず法令では指銭として認識されてはいない。訴訟費用と雨乞料では圧倒的に訴訟費
用のほうが額は多いが，訴訟の内容としては，水いかり・夫食・新嶋領との公事・拝借金・小検見・
不作・検見等がある。物品購入費は全体の12％を占める。その多くは万御用帳紙であるが，その他守
随の秤・樽・油等がある。小物成・浮役の額は全体の11％で，その内容は鷹餌犬と正月御飾御用榿で
あるが，小物成・浮役運搬費の内容は犬や榿の運搬費用ではなく，矢野竹・納め箒の運搬費用である。
飛脚銭以下の全体に占める割合は何れも3％以下となっているが，飛脚銭は水戸や江戸との飛脚銭の
ほか他村立て替えの飛脚銭で，村役人飲食費としたものは小検見・初米積・金納・宗旨改・役人出張
等の公用の際掛かった飲食費で，飲食費は他所へ出張する際の遣銭の中にも含まれるであろうが，こ
こには酒代・豆腐代・白米代等と明確に飲食費だけを示す費目を整理した。小検見については小検見
指銭という言葉もあるが（ll），ここにはその際の飲食費のみが記されているということである。役人
諸経費とは水検分衆・代官・国廻り等の役人が出張してきた際の遣銭で，あるいはこれは村役人諸経
費に入れたほうがよいのかも知れない。
　なお，万治2年以降の指銭帳には御蔵屋敷・庄屋給や池・川欠代の語が見られるが，それらの高に
は指銭が賦課されないように村高から削除されている。
　以上指銭帳により指銭の種類について大雑把にではあるが，見てきた。
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　慶安2年の指銭帳の費目は万帳紙・油・はたこ（ヵ）・榿等
のみで，慶安3年の指銭帳では費目として確認できるもの
は定夫銭のみであるが，当然村費はそれのみではないであ
ろう。あるいはこの時期には指銭＝村費という概念がまだ
明確になっていなかったことも考えられるが，費目の記載
が多様になる承応3年以降の指銭帳においても村内におけ
る割付勘定・小割付・定美・諸帳書人の費用，小物成・浮
役やその運搬費等毎年の指銭帳に記載があっても不思議で
はないような費目もすべての指銭帳に記載されているとは
限らない。また，寛延3年6月「指銭改様之事」との大き
な相違として，小物成・浮役の運搬費はあるが，指銭帳に
は年貢米のそれがまったく見当たらないということがある。
このようなことから村費に当たる費用は実際には指銭帳以
第2表　指銭〆高之覚（元文～享和）
年次 指銭〆高
元文元年 銭81貫976文
寛保元年 銭97貫421文
延享元年 銭93貫617文
宝暦元年 銭81貫417文
明和元年 銭106貫394文
安永元年 銭112貫568文
天明元年 銭124貫51文
寛政元年 銭160貫918文
享和元年 銭178貫923文
注　「須田蔵書二之巻」所収史料による。
外にも存在していたことが考えられる。これは指銭の負担方法がどうなっているのかということとも関
わってくるが，指銭をめぐる騒動は，その不明確さにも一因があったのではなかろうか。
　文化年間完成の郡方役人坂場流謙著の地方書『国用秘録』における指銭との相違から，寛延3年6
月「指銭改様之事」では村政運営面や村民の生活・生産に関わる経費が指銭として認識されていない
ことを指摘したが，残存指銭帳との関連で言っても，訴訟や雨乞等の費用も多額であるにも拘わらず
指銭として認められていないことは同じである。現実の指銭と法令における指銭とは乖離しているの
であるが，その乖離は指銭を年貢諸役の村請を補完するものとして考える領主側と共同組織としての
村の必要経費をも考えなければならない村側との相違からくるのであろう。しかし，村政運営面や村
民の生活・生産に関わる経費の指銭帳という公式帳簿の上での公認は，村という共同組織の持ってい
る機能を領主側が認めざるを得なかった結果なのではないかと考えられる。貞享5年以降の指銭につ
いて検討するゆとりが今はないが，半世紀後の元文元年以降における各年の指銭〆高を掲げると第2
表のごとくである（12）。半世紀後の元文元年以降近世後期の享和元年では，貞享5年の指銭合計を4
貫としてもその額は20～40倍以上となっている。指銭がそのように顕著な増大を見た原因として，年
貢諸役の村請費用の増大や細分化，及び，村民の生活・生産，つまり村の共同組織としての必要経費
の多様化や増加があるのではないか，と推測されるのである。
指銭の負担方法　残存する指銭帳の記載形式は，承応3年から費目の多様化が認められたが，明暦3
年までは各年の指銭合計は組割の記載となっていること。万治2年以降は各年の指銭合計の後に個人
別にその持高に応じた負担額を記すという記載形式に変化していることを指摘した。その間明暦4年
には指銭についての法令が公布されていることを考えると，その法令の背景には，指銭の負担方法が
組を通さず個々の農民の持高に応じて負担するいわゆる高割方式を可能とする村内の変化があったの
ではないかと思われる。
　指銭が組割の負担方法となっている明暦3年までの4冊の指銭帳によると，永山・牛堀両村の組は
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慶安2年が永山村6組・牛堀村2組承応3年が同じく6組と2組であるが，慶安3年と明暦3年で
は村の区別が不明で，前者では13名に分けられてそれぞれの負担額が記入され，後者では7組のほか
別当と牛堀分の負担額がある。人名（家号）が継続してないこともあって，永山・牛堀両村の組の実
態についてはいまだ明らかにしえていないが（13），永山村の正保3年8月「戌之御年貢納割付帳」（写），
及び，牛堀村の同年11月「戌ノ御割付之面」（写）（14）によると，前者では6組と牛堀分・源之丞に年
貢が賦課され，後者では2組のほか永山分等に年貢が賦課されている。慶安3年の指銭帳では13名に
分けられて負担額が記入されており，1名を除く12名はすべて組頭合力分を負担しているから，両村
で12の組があったと考えられるが，4年の隔たりしかない年貢納割付帳の両村組数と一致しないなど
両村の組の実態は不明である。
　慶安3年の指銭帳については他の指銭帳と同様費目別に指銭が記された帳として扱ってきたが，そ
こに記された費目に当たるものは定夫銭のみで，他は組頭合力分・郷中さし・組中さしとなっており，
同帳にはそれらの13名別の負担額が記されている。1名を除く12名がすべて組頭合力分を負担してい
ることから13名を一応組頭と捉えたが，定夫銭は一律38文ずつ12組の負担となっており（定夫銭は「き
もいり」とも記されている），組中指は一律8文ずつ13組の負担となっている。その他，組頭合力分
は250文が1組180文が1組，56文が8組，27文が2組であり，郷中さしは6文が4組，5文が3組
2文が2組等区々である。指銭の賦課には各組に指銭総額を割り付ける方法のほか，この帳によって
組頭合力・郷中指・組中指等の賦課方式によって負担する方法のあったことが理解される。12ないし
それ以上という通常より多いと考えられる組はこのような賦課方式による場合に組織される組とも考
えられるが，明らかではない。永山村の正保3年8月「戌之御年貢納割付帳」（写）の奥書には「組
頭百姓共二立合相談を以御割付之面算用わり付仕候」とある。指銭も「組頭百姓共二立合相談を以」
その徴収を図ったものと考えられる。
　万治2年以降の指銭帳では指銭の負担は組頭を媒介することなく，個々の農民の持高に応じて賦課
するいわゆる高割方式に変化している。その1石当たの賦課額は，万治2年以降貞享5年に至る21帳
を平均すると3文1分9厘3毛となる。1石当たの最高賦課額は寛文10年で7文9分6毛だが，延宝
5年までは1石当たり1文台の年も多く，それ以降は2～4文台となっており，17世紀の終わりに近
づくにつれてその額は少々増加している。
　各年代の負担者数は両村併せて151名から179名となっている。両村の貞享4年8月「牛堀村永山共
人別改帳」（15）によると，両村の戸数は牛堀村52戸・永山村96戸で，合計148戸となるから指銭の負担
者数は少し多過ぎるように思われる。指銭帳では村別に個々の負担額と百姓名が記載されていないこ
ともあって，個々の記載農民がいつれの村に帰属するかの判明を困難にしているが，指銭負担者数が
両村の百姓数より多い一因として永山村からの牛堀村への入作，またその逆の入作，及び，両村以外
からの入作者も両村の指銭を負担していたことが考えられよう。
　貞享4年の永山村人別改帳には7戸の家風が存在するが，無高の水呑の指銭負担が認められないの
に対し，7戸の家風はすべて同年の指銭の負担者となっている。そのうち3名の名前は延宝5年の指
銭帳までさかのぼることができる。永山村ではその家風の祖と考えられる農民が寛永検地に際し，屋
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敷地は分付で名請けしているが（16），多いものでは耕地を1町前後有する名請人として自立している
ことから，彼等は寛永検地以降には指銭の負担者となっていたのではないかと推測される。
　指銭の負担が高割となっている帳の記載形式は，先ず最初に指銭の額やその使途・費目が記され，
その合計の後に個人別に負担額が記されているが，指銭の額や使途・費目を記した箇所の下段には人
名が記されている。その位置のすべてに人名が記されているわけではないが，寛文10年以降の帳では
指銭の額や使途・費目を記した下段にはほとんど人名が記されている。「一代五百文　是ハ戌正月人
馬帳水戸へ納申候時分人馬三人二而水戸二而二夜紅葉昼はたこ共遣申候　源之丞」・「一代三百三拾弐
文　是ハ戌ノニ月御拝借金水戸へ御訴訟二登申候遣銭　辻村二郎右衛門」のごとくである。その他人
名の記し方を見ると，「庄屋源之丞　馬方市三郎」・「助之丞二渡ス」等々の例がある。庄屋源之丞の
場合はその費用を立て替えるであろうが，馬方市三郎が立て替えることは考えにくい。「渡ス」とい
う表現もあることからしてそこに記された人名は基本的にはその指銭を使って公用を担当した者の名
前であろうと考えられる。
　指銭の徴収はその費用で賄われる公用が済んだ後になされるので，とすると指銭が誰によって立て
替えられていたのかという疑問も生ずる。寛延3年6月「指銭改様之事」に「指銭一向相掛ケ不申庄
屋賄之内にて賄候村方も有之候」という文言があるように，指銭を村民に掛けず村費が庄屋賄いによっ
て運営される村があることから推せば，指銭を立て替えているのは庄屋であろうと考えられる。指銭
帳の個々人の指銭負担額を記している箇所に庄屋の名前は見当たらない。これは庄屋賄いということ
と関連するのではないかと思われる。指銭帳には記載されていない指銭もかなりあるのではないかと
推測したが，それらは庄屋賄いによって補完されていたのではなかろうか。それ故指銭帳には見えな
い部分で村費をめぐる騒動が発生することも多かったのではないかと考えられるのである。
おわりに
　法令類・地方書と須田家文書中に残存する慶安2年以降貞享5年に至る26冊の指銭帳を通じて，指
銭について検討してきた。指銭の語は寛永元年には認められるが，「御年貢皆済・さし銭・諸公役」
と出てくることから，年貢輸送に関わる費用ということが推測されても，その内容は明確ではなかっ
た。指銭の内容・種類が確認できるのは慶安2年の指銭帳においてであったが，その翌年の指銭帳と
併せても確認できた指銭は万帳紙・油・旅籠（ヵ）・榿代・定夫銭の5種の費目だけである。指銭の費
目は承応3年以降多様化する。領主側は諄いの起こらぬよう指銭の使途を指銭帳に委しく記載するこ
と等を度々通達しているが，領主側の認識している指銭と村側で実際に運用されている指銭とでは必
ずしも一致しておらず，両者の間には乖離が認められた。その乖離は寛延3年6月「指銭改様之事」
に指銭帳には現れる訴訟費用をはじめ生活や生産など村の共同組織に関わる指銭がまったくないこと
に現れていた。村が生活や生産の共同組織を有し，そこにおいても経費が必要であることを指銭帳と
いう帳簿では認めながら，生活や生産の共同組織に必要な経費は法令の上では把握されていないので
ある。天明5年8月，寛延3年6月「指銭改様之事」を踏まえつつどのようなものでも委しく指銭帳
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に記すよう改めて通達しているが，村の生活や生産における必要経費が正式な指銭として意識されて
くるのはこの通達によってではないかと考えられた。
　指銭がどのように負担あるいは賦課されていたかについては，指銭帳の記載形式によって示されて
いた。村内構成の発展に基づく指銭の負担そして賦課の方法の変化が指銭帳の記載形式の変化をもた
らしたと言ってもよいであろう。その記載形式の変化は万治2年の指銭帳から認められ，その年以降
指銭は個々人の負担となり，個々人の持高に応じて賦課されるようになる。万治2年は指銭の多様化
が認められた承応3年から6年後に当たっているが，指銭の多様化も指銭の負担方法に変化をもたら
した村内構成の変化が指銭の明瞭化をもたらした結果なのではなかろうか。村民個々人に賦課される
以前は組が指銭割付の単位となっていた。それは近世的な小農民の経営がまだ安定せず，同族団的結
合が強いと考えられる組からの小農民の自立度も低く，そのため組の頭が中心となった徴収方法が採
られていたと考えられる。指銭賦課の組単位から農民個々人の高割方式への変化は，近世的な小農民
の経営の安定化が基因となっていたと言うことができるのではなかろうか。
　指銭帳の指銭の使途・費目を見ると，指銭帳に記された以外にも村政運営費は掛かっていたように
考えられる。にもかかわらず村政運営が可能であったのは，近世初期においては庄屋賄いによる部分
が少なからず機能していたからではなかろうか。
注
（1）小野武雄編『近世地方経済史料』第8巻所収。
（2）水戸市史編纂委員会『御定書　御郡方』所収。
（3）注（2）に同じ。
（4）注（2）に同じ。
（5）須田本家文書の中に厚さ10cmほどもある大部な書冊が4冊ある。その地の部分には「須田氏蔵書一之
　　巻」・「須田蔵書二之巻」・「須田記録三之巻」・「須田記録四之巻」とある。寛延3年6月「指銭改様之事」
　　はその「一之巻」所収。
（6）注（5）に同じ。
（7）茨城県編さん委員会「近世史料」1・Hとして刊行されている。
（8）注（5）の「須田氏蔵書一之巻」所収。
（9）注（7）による。なお，流謙は小物成（竹草箒代・鳥運上・江戸米掛り）を指銭から除外している。また，
　　ここで浮役について桃険齋『税法私考』（『日本農民史料聚粋』第11巻所収）を見ると，同書では「古
　　へは小物成と称せしと見え」「浮役と云える名目も定法にあらざる物より取納る故の名目と見えたり」
　　「凡浮役は田租の外其土の産物何国にても有る事」等と記されている。小論では小物成・浮役の語を
　　正租に対する雑税を意味するものとして使用する。
（1①　注（5）の「須田蔵書二之巻」所収。
ω　小検見指銭の語は寛延3年6月「指銭改様之事」に見られるが，『税法私考』にもその項目がある。同
　　書では小検見指銭について「年々八九月の比田方小検人来り稲の熟夫熟を検察し，又は大検見とて御
　　郡奉行廻りて歩刈を為し小検人の為す所の当否を視る，是等の時の入費なり」と説明されている。
⑫　注（5）の「須田蔵書二之巻」所収。
⑬　寛永検地帳の屋敷地の復元を試みたが（拙稿「茨城県行方郡旧牛堀村須田本家文書の研究一永山村絵
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図を中心に一」「明治大学人文科学研究所紀要」第54冊所載），地域的まとまりという面からも組につ
いてはまだ充分明らかではない。
注⑫に同じ。
茨城県立歴史館所蔵。
拙稿「茨城県行方郡旧牛堀村須田本家文書の研究一永山村寛永検地帳を中心に一」「明治大学人文科学
研究所紀要」第50冊所載。
